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〈道徳科の目標〉 
 よりよく生きるための
基盤となる道徳性を養う
ために、道徳的諸価値に
ついての理解を基に、自
己を見つめ、物事を多面
的・多角的に考え、自己
の生き方についての考え
方を深める学習を通し
て、道徳的な判断力、心
情、実践意欲と態度を育
てる。 

〈町の方針と重点〉 
道徳的価値を自

分との関わりで考
えるとともに、多
様な考え方や感じ
方に接することで
自他の存在（いの
ち）を大切にする
心を育む。 

心豊かで、実践力の

ある子どもの育成 

～仲間とともに 

やり抜く子～ 

研究主題 

自己の生き方について考えを深め、 

よりよい生き方を求める児童の育成 

〈研究内容１〉指導計画の工夫 

（１）児童の実態の分析を基にした、主題構成表

の作成 

（２）全教育活動で道徳性を高めるための、児童

の実態に合った道徳の時間と他の教育活動

との関連の作成 

〈研究内容２〉指導方法の工夫 

（１）児童と教材の分析を基にした、 

 4つの理解に関わる発問の工夫 

（２）自己の生き方を見つめさせる 

指導の工夫 

〈児童の実態〉 
・他者を大切にしようとする意識が高

く、学校の文化として定着している。 

・学校生活を楽しく過ごすことで、学校

への安心感・所属感が高い。 

・自分のよさを実感できず、また客観的

に自己を見つめる力が弱い。 

〈育成する児童の力〉 

① 自己を振り返る力          

② 自己の生き方を考

える力 

③ よりよい人間関係

を築く力 

④ 自分のよさや成長

を認識する力 

〈研究仮説〉 

道徳的諸価値に迫

るための教材分析や

指導の工夫を行った

り、全教育活動と関

連させたりする指導

を行えば、主題に迫

ることができる。 


